
2025年２月議会 田中のぞみ一般質問 資料

※2023年発表 ※予定も含む

※EUではPFAS全廃法案を審議中

  【福山市】（2025年２月）

＊市内深山川で暫定目標値の3倍から11倍のPFASが検出

→周辺住民50世帯に対して、飲料水を配布し、希望者には健康調査を実施すると発表

  【水道法改訂】2026年4月から施行 （血液検査含む）

PFOA、PFOS測定を「水質基準」に引き上げ、検査や基準超過の際の改善を義務に。
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資料③ 岡山県医師会が対応基準とした米国のガイドライン資料① PFASは公害。米国における健康被害認定と規制強化の流れ（田中まとめ）

資料④ WHOが発がん性物質に認定

出典： 『PFASガイドブック』

（社会医療法人社団・健生会PFAS専門委員会 監修：小泉昭夫・京都大学名誉教授、原田浩二・京都大学准教授）

【調査結果】

▽住民たちのPFOAの血中濃度の平均はアメリカ人全体の20倍に達していた

▽血中濃度が高い人たちは低い人たちに比べて6つの病気で発症率の上昇が確認された

【6つの病気】

▽甲状腺疾患 ▽精巣がん ▽腎臓がん ▽潰瘍性大腸炎 ▽脂質異常症 ▽妊娠性高血圧

資料② 日本での位置づけと、直近の動き

（人体への影響）岡山市議会都市・環境委員会資料より

コレステロール値の上昇、発がん、免疫系などへの影響が報告されているが、確定的な知

見ではない。また、国内で健康被害が発生した事例も確認されていない。

資料⑤ 各国の基準値
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